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委員会活動報告

社会基盤委員会

〔講　演〕

○要　旨
港湾政策の柱である「東日
本大震災からの復興加速」「日
本経済の再生」「国民の安全・安心の確保」「豊か
で利便性の高い地域社会の実現」のうち、中国
地方において重要性が高い施策を中心に説明が
あった。

■主な施策
Ⅰ．日本経済の再生
①国際コンテナ戦略港湾の深化と加速
・	国際基幹航路における寄港の維持・拡大に
よる企業の立地環境の向上

・	国際コンテナ戦略港湾への「集貨」、戦略港
湾背後への産業集積による「創貨」、戦略港
湾の「競争力強化」を推進

②資源等の安定的かつ安価な輸入の実現に向けた
輸入拠点の整備と効率的な海上輸送網の形成
・	ばら積み貨物の安定的かつ安価な輸入の実
現による国際競争力の強化

③地域産業の競争力強化に向けた港湾整備
・	地域の基幹産業を支える産業物流の効率
化・企業活動の活性化に直結する港湾施設
の整備等による産業の立地、投資環境の向
上、地域の雇用・所得の維持・創出

④日本海側港湾の機能別拠点化
・	対岸諸国の経済発展を取り込むとともに、
災害に強い物流ネットワークを構築

⑤急増するクルーズ船の受入環境の改善
・	外航クルーズ船の寄港増や大型化に対応する
ソフト・ハード面での環境整備による観光振
興、雇用・所得の創出、地域活性化への寄与

⑥「みなとオアシス」を活かした地域活性化
・	「みなとオアシス」の新たな認定の推進、官
民連携促進などによる「みなとオアシス」の
拠点機能の強化

Ⅱ．国民の安全・安心の確保
①大規模災害に対する港湾の事前防災・減災対

策の推進
・「港湾及びその背後地を守る」「災害時も海上
輸送ネットワークを維持する」という観点か
ら、ハード、ソフト一体となった防災・減災
対策を推進

②津波等の被害に備えた港湾海岸の整備
・津波・高潮等の被害から背後地を防護する
ため海岸保全施設の整備等を推進

③港湾・海岸保全施設の老朽化対策の推進
・今後急速に老朽化が懸念される港湾施設等
の戦略的な維持管理を推進

■港湾関連（中国地方整備局）の主要事業
平成28年度における港湾関連予算の港湾整備
事業費2,317億円、港湾海岸事業費98億円、災害
復旧事業13億円（対前年比1.00）に基づき各整
備事業等を実施。
※講演の詳細は当連合会ホームページ（http://
chugokukeiren.jp）をご覧ください。
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〔議事概要〕
■平成27年度事業報告
①幹線道路網、地域拠点港等の更なる整備・利
活用等に関する調査・検討、要望　
②「中国やまなみ街道の全通後の波及効果」に
関する調査　ほか
※調査の概要は会報P.2をご覧ください。

■平成28年度事業計画
幹線道路網、地域拠点港、地域拠点空港等の更

なる整備・利活用促進等に関する調査・検討、要
望　ほか	 （担当：水本）

○演　題
｢最近の港湾行政の動向について」
○講　師
国土交通省中国地方整備局
港湾空港部長　鈴木　徹 氏

平成28年4月12日（火）広島市において、古瀬委員長をはじめ約
50名の委員の出席のもと、社会基盤委員会を開催した。

当日は議事に先立ち、国土交通省 中国地方整備局 港湾空港部
長 鈴木徹氏から「最近の港湾行政の動向について」と題し、ご講演
をいただいた。

引き続き議事に移り、平成27年度事業報告および平成28年度事
業計画（案）について審議し、原案どおり承認された。


